
可動用３Ｇ/ＨＤ-ＳＤＩ対応同軸ケーブル

用　途
中継・スタジオ用等の３Ｇ-ＳＤＩ/ＨＤ-ＳＤＩ対応同軸ケーブルで、設置・撤収を繰り返すような用途に最適です。

特　長
●ケーブルの取り回し及び耐屈曲性能を考慮し、中心導体に当社独自の複合撚線導体を採用しました。（ＴＣＸ-５ＣＦＷＳのみ )
●１００ｍ以上のＨＤ-ＳＤＩ伝送が可能なＴＣＸ-５ＣＦＷを新たにラインナップしました。中心導体は単線導体仕様ですがケーブル全体として
の柔軟性も十分に確保しておりケーブル取り回し等の使い勝手も非常に良好です。

●中距離伝送用としてＴＣＸ-４ＣＦＷＳもラインナップし、上記のＴＣＸ-５ＣＦＷと合わせて製品選択の幅が大きく拡がりました。
●可動用途で取り扱いしやすいように、今までにない柔軟でしなやかな設計としました。
●シース材料は屋外での使用を考慮し、耐摩耗性が良好な非鉛タイプＰＶＣを採用しました。
●両端ＢＮＣコネクタ付ハーネス加工品を販売しております。
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TCX-5CFWS 2.5 4.2 6.7 7.4 7.5 9.3 10.9 12.1 13.5 17.5 23.5 23.8 32.0 41.2 45.9 52.634.6
TCX-5CFW 2.4 3.6 5.6 6.2 6.3 7.8 9.0 10.0 11.2 14.5 19.2 19.6 26.1 33.2 36.7 41.928.2
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各ＳＤＩ信号において伝送
距離を見る場合の周波数
を各色で表示しています
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構造図

外部導体２（高密度軟銅線編組：Ａ）

外部導体１（高密度軟銅線編組：Ａ）絶縁体（３層構造発泡ＬＤＰＥ）

中心導体（軟銅線：Ａ）  外部シース
（非鉛艶消しタイプＰＶＣ） 黒 赤 緑 青 黄 白 茶 橙 灰 紫 桃 空

シース対応色 標準ＰＶＣ

施設用同軸ケーブル同様に中継現場、スタジオ用で頻繁に設置、撤収を繰り返す可動用同
軸ケーブルにおいても３Ｇ/ＨＤ-ＳＤＩ伝送が主流になってきました。
当社では可動用同軸ケーブルとして導体断線による伝送障害を防止する為にＴＣＸ-５ＣＦ
ＷＳに立井独自の複合撚線導体を採用し、通常の撚線導体と比較して大幅な耐屈曲性の
向上を実現しました。
また、ＴＣＸ-３ＣＦＷＳ、ＴＣＸ-４ＣＦＷＳには通常の撚線導体を採用し、単線導体と比較して耐
屈曲性能が格段に優れ、柔軟性においてはマイクケーブルに近く使い勝手も非常に優れて
います。

耐屈曲性

荷 重：振れ止めより約750mmのケーブル自重のみ

中心導体別による耐屈曲試験でのケーブル寿命例

（撚線導体 7／0.36A）

（単線導体 1／1.05A）
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単位：回数＜屈曲条件＞ ケーブル条長：10.0m

屈 曲 半 径：46mm（ケーブルの外径7.7mm×6倍）
屈 曲 半 径：ケーブル端から60cmの位置を回転板の中心に固定する。

屈 曲 角 度：左右各90°（合計180°）（左右往復で1回とする）

一般の5CFWS

一般の5CFB 屈曲試験

回転板 
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